
葵
祭
と
い
う
と
、
ふ
つ
う
祇
園
祭
や
時
代
祭
と
な
ら
ぶ
京
都
三
大
祭
り
の
上
賀

茂
・
下
鴨
両
社
の
賀
茂
祭
を
さ
す
。
こ
の
名
称
の
由
来
は
、
神
官
や
行
列
の
参
加
者
、

牛
車
な
ど
を
葵
桂
で
飾
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
し
か
し
、
葵
祭
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
賀
茂
祭
と
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
松
尾
祭
や
稲
荷
祭
で
も
同
じ
よ
う
に
神

輿
を
葵
桂
で
飾
っ
て
お
り
、
特
に
松
尾
祭
を
氏
子
た
ち
は
「
葵
祭
」
と
呼
ん
で
る
。

し
か
し
、
賀
茂
祭
に
比
べ
て
松
尾
祭
は
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
◎

松
尾
祭
と
稲
荷
祭
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
神
輿
が
出
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

両
社
は
と
も
に
平
安
京
に
都
が
遷
さ
れ
る
以
前
か
ら
こ
の
地
域
で
祭
ら
れ
て
お
り
、

京
の
東
西
で
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
今
も
、
両
社
の
氏
子
区
域
の

境
界
は
、
五
条
（
現
・
松
原
通
）
以
南
の
千
本
通
、
す
な
わ
ち
元
の
平
安
京
の
朱
雀

大
路
に
あ
た
っ
て
お
り
、
両
社
の
信
仰
圏
は
こ
の
通
り
の
東
西
、
す
な
わ
ち
元
の
左

①

京
と
右
京
に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
右
京
の
方
が
寂
れ
て
洛
外
に
位
置

一
、
も
う
ひ
と
つ
の
葵
祭

松
尾
祭
の
祭
祀
組
織

付
け
ら
れ
る
と
、
洛
中
の
祭
り
で
あ
る
稲
荷
祭
と
洛
外
の
松
尾
祭
と
の
間
に
は
、
お

の
ず
か
ら
意
識
の
差
が
出
て
来
た
。

京
都
の
祭
礼
は
、
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
～
七
七
）
を
境
に
し
て
、
大
き
な
変
化

を
と
げ
た
。
続
く
戦
乱
に
よ
っ
て
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
い
ち
早
く
復
興
し
た
の
は
、
祇
園
祭
と
松
尾
祭
で
あ
る
。
祇
園
祭
を
支
え
た
の
は

有
名
な
町
衆
で
あ
る
が
、
松
尾
祭
は
洛
外
の
農
村
が
支
え
た
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
稲
荷
祭
の
神
輿
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
松

尾
祭
は
駕
輿
役
と
し
て
大
勢
の
氏
子
た
ち
が
参
加
し
て
神
輿
を
昇
い
て
お
り
、
地
元

の
祭
り
を
支
え
る
層
は
今
も
非
常
に
厚
い
。
そ
の
祭
祀
集
団
は
鎌
倉
時
代
の
史
料
に

見
え
、
宮
座
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
組
織
の
初
期
の
例
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
も

祭
り
を
支
え
る
各
地
区
で
は
、
当
屋
制
に
よ
っ
て
神
撰
の
調
進
や
祭
礼
へ
の
奉
仕
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
世
的
要
素
が
非
常
に
よ
く
残
っ
て
い
る
祭
礼
に
も

②

か
か
わ
ら
ず
、
祇
園
祭
や
稲
荷
祭
と
比
べ
て
、
松
尾
祭
の
研
究
は
少
な
い
。
本
稿
で

は
、
そ
の
よ
う
な
祭
り
を
支
え
て
い
る
祭
祀
組
織
、
中
で
も
今
ま
で
報
告
の
少
な
い

面
合
わ
せ
の
行
事
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
祭
礼
を
追
っ
て
み
た
い
。

里
小

田
一
充

二
○
○



①
現
行
の
祭
礼

松
尾
大
社
は
、
松
尾
七
社
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
本
社
と
摂
末
社
の
七
社
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
殿
に
祭
ら
れ
て
い
る
二
神
の
大
宮
社
、
境
内
に
末

社
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
衣
手
社
・
三
宮
社
・
四
之
社
、
摂
社
と
し
て
本
社
の
南
に

い
ち
い
た
に

祭
ら
れ
て
い
る
月
読
社
、
本
社
の
北
、
嵐
山
の
渡
月
橋
の
南
に
祭
ら
れ
て
い
る
櫟
谷

社
と
宗
像
社
の
七
社
で
あ
る
。
月
読
社
と
櫟
谷
社
は
、
松
尾
社
と
同
様
に
式
内
社
で

あ
り
、
本
来
は
別
の
独
立
し
た
神
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
ま

で
に
は
こ
れ
ら
の
神
社
が
松
尾
社
に
吸
収
さ
れ
、
神
輿
の
神
幸
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

平
安
中
期
の
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
七
七
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
松
尾
祭

は
四
月
上
申
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
応
仁
の
乱
後
の
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に

再
興
後
は
、
祭
日
は
還
幸
祭
と
同
じ
上
酉
日
に
な
っ
た
。
現
在
四
月
二
日
に
例
祭
が

行
わ
れ
、
元
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
旅
所
へ
の
神
輿
渡
御
祭
と
は
別
に
な
っ
て
い

う
（
》
○

本
社
か
ら
旅
所
へ
向
か
う
神
幸
祭
は
、
現
在
四
月
二
十
日
過
ぎ
の
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。
前
日
に
は
、
月
読
社
境
内
の
御
舟
社
の
前
で
舟
渡
御
の
安
全
を
祈
る
「
御

船
之
祀
」
が
行
わ
れ
、
当
日
は
十
時
か
ら
本
社
で
発
薑
祭
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
は
、
本
殿
の
前
の
釣
殿
に
神
官
や
祥
を
着
け
た
各
地
区
の
世
話
役
が
集
ま
り
、
本

殿
の
祭
神
に
祝
詞
や
神
饅
、
榊
を
捧
げ
て
祭
り
の
無
事
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

間
に
、
境
内
の
広
場
で
は
各
地
区
の
駕
輿
役
が
集
ま
っ
て
神
輿
を
飾
り
、
神
事
が
終

二
、
松
尾
祭
の
儀
礼

わ
る
と
御
神
体
を
移
す
。
そ
し
て
、
十
一
時
半
頃
に
翁
と
嘔
の
面
合
わ
せ
が
行
わ
れ

て
神
輿
が
出
発
す
る
。

行
列
の
順
は
、
前
駆
・
榊
・
月
読
社
（
唐
櫃
）
・
翁
と
躯
の
面
（
稚
児
）
・
真
永
組
・

下
嵯
峨
の
大
榊
・
奉
行
・
権
宮
司
・
神
輿
（
四
の
宮
・
衣
手
・
三
宮
・
宗
像
・
櫟
谷
・

大
宮
）
で
あ
り
、
唐
櫃
と
神
輿
以
外
は
自
動
車
で
運
ば
れ
る
。
神
輿
は
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
名
を
記
し
た
旗
を
先
頭
に
、
旅
所
付
近
の
各
地
区
の
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
昇
か

れ
た
り
、
途
中
で
は
、
台
車
に
乗
せ
て
引
か
れ
て
行
く
。
本
社
か
ら
南
下
し
た
行
列

は
、
桂
離
宮
の
前
の
河
原
か
ら
、
近
年
復
活
し
た
舟
渡
御
が
行
わ
れ
る
。
舟
は
人
力

に
よ
る
渡
し
舟
で
、
正
午
頃
に
最
初
の
唐
櫃
と
御
面
の
稚
児
が
渡
り
、
後
は
到
着
順

に
神
輿
が
渡
さ
れ
て
行
く
。
舟
の
出
発
地
点
と
到
着
地
点
に
は
、
注
連
を
張
っ
た
竹

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

舟
が
桂
川
を
渡
る
間
、
祥
を
着
け
た
各
地
区
の
総
代
た
ち
が
、
河
原
の
堤
防
の
上

で
神
輿
を
見
送
る
。
松
尾
の
神
は
酒
の
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
水
に
も
関
わ
る
神
で

あ
り
、
祭
り
に
は
必
ず
雨
が
降
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雨
で
も
笠
も
着
け
な
い
。

他
の
駕
輿
役
た
ち
は
、
神
輿
を
舟
に
乗
せ
た
後
に
、
徒
歩
で
桂
大
橋
を
渡
り
、
先
回

り
を
し
て
神
輿
を
迎
え
る
。

東
岸
に
渡
っ
た
神
輿
は
橋
を
く
ぐ
っ
て
南
側
の
広
場
に
運
ば
れ
る
。
橋
の
上
に
も

注
連
が
二
本
張
ら
れ
、
神
輿
が
そ
の
真
下
を
通
る
際
は
、
橋
上
の
通
行
が
遮
断
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
神
幸
途
中
の
路
上
で
、
歩
道
橋
の
下
を
通
る
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

河
原
の
祭
場
に
は
、
神
輿
の
地
区
ご
と
に
筵
や
テ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
神
輿
を
昇

い
で
来
た
人
々
や
そ
の
家
族
が
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
神
輿
が
揃
う
の
を
待
つ
。
舟

が
一
艘
だ
け
な
の
で
時
間
が
か
か
る
が
、
十
四
時
半
頃
に
は
桂
川
東
岸
の
祭
場
に
六

基
の
神
輿
と
唐
櫃
が
南
向
き
に
並
べ
ら
れ
、
桂
川
河
原
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
、○
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［付図］松尾祭に奉仕する地区

上図の地名は、上久世を除いて、松尾祭に奉仕する地区（村）である。神幸のルートは現

行のものであり、実線は神幸祭、点線は還幸祭を示す。近世以前は往復とも桂川を舟で渡

り、西七条と西寺跡への往復も、遠回りをせず真っすぐ千本通を南下していたようである。

に
神
餞
が
供
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、

七
条
通
を
西

へ
向
か
い
、
西
京
極
・
川
勝
寺
・
郡
・
梅
津
を
通
り
、

の
前
を
通
過
し
、
十
四
時
か
ら
朱
雀
の
旅
所
で
神
輿

神
幸
祭
の
三
週
間
後
に
、
旅
所
か
ら
本
社
へ
戻
る

還
幸
祭
が
行
わ
れ
る
。
朝
の
八
時
半
頃
に
各
旅
所
を

出
発
し
た
神
輿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
区
域
を
巡
っ

た
後
、
昼
前
に
旭
の
杜
（
西
寺
公
園
）
に
集
合
し
、

正
午
か
ら
の
神
事
の
後
に
朱
雀
の
旅
所
へ
向
か
う
。

昔
は
、
西
七
条
の
旅
所
か
ら
旭
の
杜
へ
の
往
復
は
千③
 

本
通
（
元
の
朱
雀
大
路
）
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は
鉄
道
の
線
路
を
神
輿
が
く
ぐ
れ
ず
、

J
R
西

大
路
駅
前
へ
遠
回
り
を
し
て
い
る
。
西
七
条
の
旅
所

な
っ
て
い
る
。

二
0
ニ

西
京
極
か
ら
運
ば
れ
た
「
河
原
の
御
餌
」
と
い
う
団

子
神
傾
が
供
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
旧
の
京
街
道
（
山
陰
街
道
）
か
ら
七
条

通
へ
進
み
、
そ
の
ま
ま
東
進
し
て
七
条
御
前
通
の
西

七
条
の
旅
所
へ
十
七
時
半
頃
か
ら
順
に
入
り
、
十
八

時
か
ら
旅
所
着
御
祭
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
衣
手

社
と
三
宮
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
所
へ
運
ば
れ
る
。

神
輿
は
各
旅
所
の
神
輿
庫
に
安
置
さ
れ
て
、
神
鑽

や
神
酒
な
ど
が
供
え
ら
れ
、
翌
週
ま
た
は
翌
々
週
の

日
曜
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
区
域
を
廻
る
こ
と
に



途
中
郡
の
衣
手
社
で
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
松
尾
大
橋
を
渡
っ
て
、
十
七
時
過
ぎ
に
、

本
社
に
還
幸
し
て
い
る
［
付
図
参
照
］
。

②
中
世
～
近
世
の
祭
礼

現
行
の
祭
礼
と
、
中
世
～
近
世
の
祭
礼
の
異
な
る
部
分
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き

た
い
。

④

永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
の
「
松
尾
社
年
中
神
事
次
第
」
で
は
、
神
輿
の
出
発
と

還
幸
の
際
に
は
、
神
輿
の
前
で
、
御
面
、
師
子
（
獅
子
）
な
ど
が
舞
わ
れ
た
と
い
う
。

⑤

こ
れ
が
、
元
禄
時
代
の
「
松
尾
社
年
中
行
事
次
第
記
」
（
以
下
「
次
第
記
」
と
略
す
）

に
な
る
と
、
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、
大
宮
の
神
輿
が
拝
殿
前
の
楼
門
を
出
る
時
と
帰

っ
て
来
た
時
に
、
榊
の
枝
に
付
け
た
男
女
の
面
を
、
三
度
合
わ
せ
る
行
為
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
変
わ
り
、
御
面
は
行
列
の
先
頭
を
行
く
。

行
列
の
順
は
現
在
と
同
じ
で
、
月
読
社
も
神
輿
が
出
て
い
な
い
。
現
在
は
唐
櫃
が

出
て
い
る
が
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
九
月
の
「
松
尾
略
注
全
冊
」
（
以
下
、
「
略

注
」
と
略
す
）
で
は
、
五
尺
の
板
牌
に
金
銅
の
飾
り
と
鏡
を
付
け
た
も
の
が
出
た
よ

⑥

う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
月
読
社
だ
け
が
板
牌
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
年
に
神
輿
を

船
に
乗
せ
て
葛
野
川
（
桂
川
）
を
渡
る
際
、
川
の
水
が
あ
ふ
れ
て
船
が
転
覆
し
、
神

輿
が
流
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
こ
の
流
さ
れ
た
神
輿
が
月
読
社
の
も
の
で
、

⑦

そ
れ
以
後
月
読
社
は
神
輿
が
出
な
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
史
料
で
は
、
本
社
の
神
官
や
社
家
は
鳥
居
付
近
で
神
輿
を
見
送
っ
て
い

る
。
こ
の
後
は
、
氏
子
の
村
々
が
奉
仕
し
、
巫
女
や
村
か
ら
出
さ
れ
る
稚
児
な
ど
民

間
の
司
祭
者
が
神
輿
に
同
行
し
て
、
桂
川
を
渡
り
、
西
七
条
の
旅
所
へ
運
ば
れ
た
。

『
都
名
所
図
会
』
に
は
、
西
岸
か
ら
東
岸
へ
桂
川
を
渡
る
神
輿
の
図
が
描
か
れ
て
い

⑧
ブ
（
》
◎

近
世
の
祭
礼
で
は
、
神
幸
か
ら
七
日
目
に
旅
所
で
「
七
夜
能
」
あ
る
い
は
「
七
日

開
」
と
呼
ば
れ
る
能
の
奉
納
が
あ
り
、
還
幸
祭
の
前
日
に
は
、
金
光
寺
の
僧
侶
が
旅

⑨

所
に
参
詣
し
た
。
こ
の
金
光
寺
は
、
七
条
北
堀
川
西
に
あ
る
時
宗
の
寺
で
、
参
詣
は

開
祖
空
也
上
人
の
法
徳
を
松
尾
神
が
称
美
し
た
と
い
う
故
事
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

⑩
フ
（
》
◎

還
幸
祭
の
朝
に
は
、
本
社
の
神
官
や
社
家
た
ち
が
、
月
読
社
へ
参
詣
し
、
「
御
船
之

祀
」
を
行
っ
て
い
た
。
一
方
、
旅
所
で
は
、
葵
桂
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
た
神
輿
が
西
寺

金
堂
の
廃
跡
に
向
か
い
、
神
撰
を
供
え
る
。
こ
の
西
寺
金
堂
跡
は
、
本
当
は
講
堂
跡

で
、
土
壇
や
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
土
壇
の
北
側
に
神
輿
が
西
向
き
に
並
べ
ら

れ
て
、
神
事
が
行
わ
れ
る
。
西
寺
の
跡
へ
神
輿
が
赴
く
こ
と
は
、
稲
荷
社
の
神
輿
が

⑪

東
寺
へ
赴
く
こ
と
と
対
応
す
る
。

旭
の
杜
か
ら
は
、
再
び
西
七
条
の
御
旅
所
の
前
を
通
っ
て
、
七
条
通
の
南
側
に
面

し
た
朱
雀
の
月
読
社
に
向
か
う
。
月
読
社
の
旅
所
は
、
大
宮
と
同
じ
西
七
条
の
旅
所

内
に
あ
り
、
こ
ち
ら
は
、
「
略
注
」
に
「
惣
神
社
井
神
供
場
」
と
あ
る
よ
う
に
、
単
な

る
月
読
社
だ
け
の
旅
所
で
は
な
く
、
神
輿
が
す
べ
て
集
ま
る
旅
所
な
の
で
あ
る
。
『
山

城
名
跡
巡
行
志
』
に
は
、
そ
の
北
路
傍
に
松
尾
明
神
の
御
供
所
が
あ
り
、
神
輿
を
並

⑫

べ
て
神
撰
を
供
え
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
と
同
じ
様
子
で
あ
る
。

近
世
ま
で
は
、
帰
り
も
往
き
と
同
様
に
、
桂
川
を
渡
っ
て
お
り
、
河
原
に
は
そ
れ

を
見
物
に
多
く
の
群
衆
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
還
幸
祭
で
は
、
神
輿
の
数
が
ひ
と
つ

増
え
て
い
た
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
『
日
次
記
事
』
で
は
、
武
御
前
の
神
輿

を
毎
年
白
木
で
造
っ
て
桂
川
の
東
岸
に
捨
て
、
翌
日
児
童
が
こ
れ
を
昇
い
で
壊
し
、

⑬

そ
の
木
片
を
厨
に
挿
し
て
お
く
と
疫
病
を
祓
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
武
御
前
と

一

一

○
一

一

一



①
中
世

『
松
尾
神
社
文
書
』
に
は
、
元
久
元
年
（
一
二
○
四
）
三
月
五
日
付
の
官
宣
旨
が

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
七
条
の
住
人
が
神
事
勤
仕
者
と
し
て
座
衆
と
い
う
組
織

を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
富
裕
の
者
が
、
田
畠
を
買
っ
て
新
規
に
座
衆
に
加
わ
っ

て
い
な
が
ら
権
門
の
所
領
と
称
し
て
御
供
頭
を
勤
め
な
か
っ
た
り
、
大
炊
・
梅
津
両

郷
も
頭
役
を
勤
め
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
社
司
の
訴
え
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
座
衆
に
つ
い
て
は
、
西
七
条
の
住
人
は
、
必
ず
前
年
に
頭
人
を
定
め

い
う
の
は
、
西
七
条
の
櫟
谷
・
宗
像
両
社
の
旅
所
の
西
に
あ
る
「
松
尾
の
属
社
」
で

⑭

あ
る
。
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
の
『
諸
国
図
会
年
中
行
事
大
成
』
で
は
、
す
で
に

こ
の
狭
神
輿
は
捨
て
ら
れ
ず
、
捨
て
る
ま
ね
だ
け
し
て
旅
所
に
持
ち
帰
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
「
寝
ほ
れ
の
御
前
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
河

原
に
一
夜
捨
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
に
神
輿
を
捨
て
る
と
い⑮

う
の
は
御
霊
会
に
見
ら
れ
、
疫
病
を
共
同
体
の
内
部
か
ら
追
い
出
す
行
為
で
あ
ろ
う
。

桂
川
ま
で
来
た
神
輿
は
、
舟
に
乗
せ
て
川
を
渡
る
。
「
次
第
記
」
で
は
、
沙
汰
人

と
大
行
事
が
川
を
は
さ
ん
で
扇
を
あ
お
ぎ
、
神
輿
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

神
幸
祭
か
ら
還
幸
祭
ま
で
の
間
、
神
社
の
神
職
は
ま
っ
た
く
祭
礼
に
関
与
せ
ず
、

そ
れ
ば
か
り
か
、
四
月
一
日
に
は
、
本
社
内
で
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
記
録
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
神
社
側
か
ら
見
れ
ば
、
本
社
の
神
が
移
動
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
分
霊
が
移
動
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
松
尾
祭
を
運
営

し
て
い
た
の
は
各
村
の
祭
祀
組
織
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三
松
尾
祭
の
祭
祀
組
織

て
、
三
月
中
卯
日
の
神
幸
の
時
に
神
輿
に
供
物
を
六
膳
供
え
、
本
社
へ
の
還
御
の
日

⑯

は
、
座
衆
が
御
供
を
備
進
し
た
と
記
し
て
い
る
。
⑰

豊
田
武
は
、
こ
れ
を
宮
座
の
初
期
の
例
だ
と
し
、
萩
原
龍
夫
は
、
こ
の
神
事
組
織

を
所
在
に
発
達
し
て
き
た
座
衆
の
組
織
と
神
社
の
神
事
頭
役
が
結
び
付
い
た
も
の
だ

⑬

と
し
た
。
さ
ら
に
、
高
牧
實
は
、
当
時
の
祭
礼
は
、
葛
野
郡
内
の
頭
役
と
神
人
で
あ

⑲

る
座
衆
の
課
役
を
取
り
込
み
な
が
ら
行
わ
れ
た
の
だ
と
見
て
い
る
。

『
東
寺
百
合
文
書
』
に
は
嘉
緑
三
年
（
三
三
七
）
の
官
宣
旨
案
が
あ
り
、
そ
の

中
に
も
西
七
条
を
六
保
に
分
け
て
御
供
を
備
進
し
た
こ
と
。
祭
り
の
常
燈
油
を
備
進

⑳

す
る
侍
座
六
人
が
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
者
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
時
点
に
は
、
す
で
に
祭
り
の
実
質
的
な
運
営
は
西
七

条
の
住
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
御
供
の
数
が
現
在
の
神
輿
の
数
の
六

基
と
も
合
っ
て
い
る
。
松
尾
七
社
の
う
ち
、
現
在
と
同
じ
く
月
読
社
に
は
こ
の
頃
す

で
に
神
輿
が
な
か
っ
た
の
か
、
ま
だ
祭
礼
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
で

エ
ペ
｛
』
フ
（
》
Ｏ

本
社
を
出
発
し
た
神
輿
の
様
子
は
、
『
明
月
記
』
安
貞
三
年
（
一
二
二
九
）
四
月
二

十
七
日
条
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
松
尾
社
の
神
主
の
死
後
に
そ
の
後
継
者
争

い
が
起
こ
り
、
二
十
三
日
の
御
輿
迎
の
際
、
西
七
条
の
住
人
と
船
を
出
す
桂
供
御
人

と
の
間
に
喧
嘩
が
あ
り
、
神
輿
が
河
辺
に
放
棄
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
神
輿
を

渡
す
た
め
に
八
艘
の
船
が
出
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
訴
訟
と

な
っ
て
な
か
な
か
決
着
が
つ
か
ず
、
翌
年
の
祭
り
は
、
神
官
や
巫
女
が
集
ま
っ
た
が
、

七
条
の
住
人
た
ち
が
来
な
い
た
め
に
神
輿
を
昇
く
こ
と
が
で
き
ず
、
祭
り
が
流
れ
て

⑳

し
ま
っ
た
と
い
う
。
す
で
に
、
祭
り
の
実
質
的
な
運
営
が
西
七
条
の
神
人
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

二
○
四



②
旅
所
と
氏
子
区
域

鎌
倉
時
代
の
史
料
に
見
え
た
「
七
条
住
人
」
や
「
侍
座
」
が
松
尾
祭
の
運
営
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
く
、
各
神
輿
ご
と
に
頭
人
を
選
ぶ
地
区
が
決
ま
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
後
の
氏
子
区
域
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
え
る
。

松
尾
社
の
氏
子
区
域
は
、
元
は
葛
野
郡
六
十
八
村
と
紀
伊
郡
三
村
で
、
現
在
は
北

区
の
等
持
院
、
右
京
区
の
嵯
峨
・
嵯
峨
野
・
梅
津
・
西
京
極
、
西
京
区
の
山
田
・
桂
・

川
島
・
牛
ケ
瀬
・
下
津
林
・
嵐
山
・
松
尾
・
上
桂
・
松
室
・
大
枝
中
山
、
下
京
区
の

西
七
条
・
朱
雀
・
梅
小
路
・
塩
小
路
・
御
所
ノ
内
、
南
区
の
唐
橋
・
吉
祥
院
で
、
京

都
市
の
西
側
地
域
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
明
治
以
降
に
氏

子
に
な
っ
た
地
区
も
あ
る
が
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の
氏
子
の
地
区
で
は
、
今
で
も

⑳

伝
統
に
従
っ
て
祭
り
の
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
祭
祀
組
織

の
様
子
を
見
て
み
た
い
。

「
略
注
」
に
は
、
祭
礼
に
か
か
わ
る
役
名
や
奉
仕
す
る
村
々
の
名
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
史
料
と
「
次
第
記
」
を
も
と
に
し
て
、
神
輿
と
そ
の
駕
輿
役
の
村
々
の
名

を
ま
と
め
た
の
が
表
１
「
神
輿
の
渡
御
と
旅
所
」
で
あ
る
。

神
幸
祭
と
還
幸
祭
（
祭
日
）
の
両
日
と
も
、
本
社
か
ら
桂
川
の
川
原
ま
で
は
上
山

田
村
が
担
当
し
、
川
を
神
輿
を
乗
せ
て
渡
す
舟
は
上
桂
・
下
桂
の
両
村
か
ら
毎
年
出

す
。
こ
の
舟
を
飾
る
幣
帛
や
、
当
日
の
水
手
へ
の
根
米
は
社
務
所
か
ら
給
与
さ
れ
た

、
と
い
、
フ
。

さ
ら
に
、
桂
川
の
東
岸
で
は
各
神
輿
ご
と
に
決
ま
っ
た
村
の
村
人
た
ち
が
神
輿
を

迎
え
、
旅
所
ま
で
往
復
す
る
。
こ
れ
ら
の
神
輿
や
板
牌
は
普
段
は
本
社
に
保
管
さ
れ

て
い
る
が
、
修
繕
な
ど
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駕
輿
役
の
村
が
費
用

を
出
す
の
だ
と
い
う
。
現
在
こ
れ
ら
の
村
は
す
べ
て
京
都
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、

表
１
神
輿
の
渡
御
と
旅
所

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
駕
輿
丁
が
出
て
、
総
代
た
ち
は
峠
を
着
け
、
他
の
多
く
の
氏

子
た
ち
は
白
い
法
被
に
鉢
巻
と
草
履
で
神
輿
を
昇
い
で
い
る
。

⑳

松
尾
社
の
旅
所
は
、
西
七
条
を
中
心
と
し
て
、
七
社
が
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
い
る
。

松
尾
社
の
旅
所
が
史
料
に
現
れ
る
の
は
、
『
山
槐
記
』
の
仁
安
二
年
（
二
六
七
）
四

月
五
日
条
で
、
「
七
条
西
大
宮
」
に
櫟
谷
社
の
旅
所
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
・
西
七
条

の
地
に
旅
所
が
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
地
域
の
住
民
が
祭
祀
組
織
を
作
り
、
身
近
に

旅
所
を
設
け
て
、
祭
礼
を
主
導
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
祭
礼
に
奉
仕

す
る
人
々
が
住
む
地
域
が
、
後
の
氏
子
区
域
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
は
、
七
条
御
前
通
の
南
、
下
京
区
南
中
野
町
に
御
前
通
に
東
面
し
て
西
七
条

御
旅
所
が
あ
り
、
大
宮
・
四
之
社
・
月
読
・
櫟
谷
・
宗
像
の
五
社
の
神
輿
が
駐
蓋
す

る
。
衣
手
社
は
郡
に
あ
る
末
社
（
右
京
区
西
京
極
東
衣
手
町
）
へ
、
三
宮
社
は
川
勝

寺
の
三
宮
社
（
右
京
区
西
京
極
北
裏
町
）
へ
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
所
で
神
輿
が

二
○
五

祭日

す
べ
て
の神
輿

四衣三宗櫟月大
太手宮像谷読宮
神社社社社社社

稜
腔

本
社
～
葛
野
川
（
桂
川
）

葛
野
川
（
桂
川
）
の
渡
し
舟

唐
橋
村

梅
小
路
村

西
七
条
村
東
町
・
朱
雀
村

西
七
条
村
中
・
西
町

川
勝
寺
村

郡
村
西
塩
小
路
村
・
梅
小
路
村
・
御
所
内
村

上
山
田
村

上
桂
村
・
下
桂
村

奉
仕
村
名

唐
橋
村
（
旭
の
杜
・
西
寺
祉
）
↓
西
寺
公
園

朱
雀
村
（
惣
神
社
・
神
供
場
）
↓
朱
雀
の
月
読
社

西
七
条
村

］
↓
西
七
条
御
旅
所

西
七
条
村
（
大
宮
と
相
殿
）

西
七
条
村

西
七
条
村

川
勝
寺
村
↓
川
勝
寺
の
三
宮
社

西
七
条
村
（
宗
像
社
旅
所
と
同
じ
）
↓
郡
の
衣
手
社

西
七
条
村
（
大
宮
旅
所
と
同
じ
）
↓
西
七
条
御
旅
所

旅
所
（
近
世
↓
現
在
）



イ
、
河
原
の
御
撰

「
河
原
の
御
撰
」
は
、
桂
川
を
神
輿
が
渡
り
終
え
た
後
、
河
原
で
他
の
神
撰
と
と

も
に
供
え
ら
れ
る
団
子
神
撰
で
あ
る
。
こ
の
神
撰
は
、
黄
粉
が
か
け
ら
れ
た
五
○
個

程
の
濃
い
緑
や
白
、
桃
色
を
し
た
草
餅
が
三
方
の
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
形
は
半

円
形
で
中
に
餡
が
入
れ
ら
れ
、
そ
の
表
面
の
模
様
は
、
円
と
そ
の
中
心
か
ら
外
側
へ

表
２
神
撰

③
神
撰
の
調
進

松
尾
祭
で
は
、
神
官
が
本
社
で
神
撰
を
供
え
る
以
外
に
、
あ
る
特
定
の
村
の
あ
る

グ
ル
ー
プ
が
神
撰
を
供
え
る
例
が
あ
る
。
表
２
の
よ
う
に
、
神
幸
祭
に
お
け
る
「
河

み
け

あ
か
い
ざ
チ
マ
キ

原
の
御
撰
」
、
還
幸
祭
の
旭
の
杜
に
お
け
る
「
赤
飯
座
の
神
撰
」
と
「
西
ノ
庄
の
糘
の

御
供
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
毎
年
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
順
に
当
家
が
決
め
ら
れ
て

神
撰
を
調
理
し
、
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
が
彼
を
助
け
る
と
い
う
形
を
取
り
、
い
わ
ゆ

ま
つ
の
－

る
宮
座
の
形
態
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
自
身
は
宮
座
と
は
呼
ば
ず
、
松
尾

こ
わ
つ講
と
呼
ん
で
い
る
。

⑳

三
週
間
留
ま
る
。
こ
れ
ら
の
旅
所
以
外
に
も
、
桂
川
河
原
、
旭
の
杜
、
下
京
区
朱
雀

裏
畑
町
の
松
尾
総
神
社
（
朱
雀
旅
所
）
へ
神
輿
が
立
寄
り
、
神
撰
が
供
え
ら
れ
る
。

ロ
、
赤
飯
座
の
神
撰

還
幸
祭
に
お
い
て
、
西
寺
跡
の
旭
の
杜
で
供
え
ら
れ
る
二
種
類
の
神
撰
に
つ
い
て

は
、
井
上
頼
寿
が
昭
和
の
初
め
に
調
査
し
た
も
の
を
『
京
都
古
習
志
』
に
記
し
て
い

⑳

る
が
、
現
在
は
さ
ら
に
変
化
し
て
い
る
。

赤
飯
座
の
特
殊
神
撰
は
西
寺
跡
の
あ
る
唐
橋
村
（
南
区
唐
橋
平
垣
町
）
か
ら
出
さ

れ
る
。
「
略
注
」
に
は
、
座
員
が
六
軒
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
井
上
の
調

査
時
点
で
五
軒
に
、
現
在
は
四
軒
が
順
に
交
代
で
当
家
を
勤
め
、
他
が
そ
れ
を
助
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
四
月
二
日
に
「
榊
挿
し
」
と
し
て
、
旭
の
杜
の
西
寺
公
園
に
榊
を
供
え

て
四
方
を
清
め
、
還
幸
祭
前
日
の
午
前
中
に
当
家
が
神
撰
を
作
っ
て
床
の
間
に
飾
る
。

ま
た
、
当
家
宅
の
玄
関
口
に
、
神
撰
を
入
れ
る
た
め
に
注
連
を
張
っ
た
唐
櫃
を
置
く
。

門
口
に
は
提
灯
が
、
玄
関
に
は
注
連
縄
が
張
ら
れ
へ
他
の
座
員
の
家
の
門
口
に
も
提

灯
を
二
つ
立
て
る
。

当
家
で
作
る
神
撰
は
、
餅
米
を
蒸
し
た
冑
形
の
白
蒸
・
若
布
・
小
鯛
・
十
本
程
の

サ
ワ
ラ
ス
ル
メ

生
蕗
・
箸
を
載
せ
た
も
の
が
一
膳
と
、
神
酒
・
鯖
・
錫
・
土
器
に
紅
白
の
亀
形
の
落

何
本
か
の
直
線
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
神
撰
は
、
西
京
極
に
当
家
が
一
軒
だ
け
残
っ
て
調
進
し
て
い
る
が
、
他
の
場

合
と
は
違
っ
て
、
本
社
の
神
職
が
運
ん
で
来
て
準
備
を
し
、
当
家
の
姿
は
な
い
・
元
々

こ
の
神
幸
祭
に
お
け
る
河
原
の
祭
典
は
史
料
に
は
見
え
ず
、
還
幸
祭
に
川
を
渡
っ
て

来
た
神
輿
を
西
岸
で
本
社
の
神
方
た
ち
が
迎
え
て
お
供
え
を
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る

⑮

こ
と
か
ら
、
氏
子
の
村
々
か
ら
の
奉
仕
と
は
別
に
、
神
社
側
の
神
人
の
家
か
ら
出
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
○
六

還
幸
祭

神
幸
祭

赤
飯
座
の
神
践
旭
の
杜
唐
橋
村
臼
蒸
・
焼
き
物
ほ
か
村
役
６
人
（
『
松
尾
略
注
全
冊
』
）

窒
壽
鍵
簑
”
涛
霊
篝
謹
票
塞
諏
窪
殿
」

朱
雀
村
の
神
供
朱
雀
の
神
供
場
朱
雀
村
『
年
中
行
事
大
成
』
に
は
、
西
寺
跡

河
原
の
御
饒
桂
川
河
原
茜
京
煙
団
子
神
罎
『
次
第
記
』
に
は
、
還
幸
祭
。

名
称
奉
仕
場
所
村
雪
崖
内
容
備
考



雁
一
対
を
載
せ
た
も
の
－
膳
の
計
二
膳
が
準
備
さ
れ
る
。
こ
の
神
撰
を
七
組
作
り
、

唐
櫃
に
入
れ
て
保
管
す
る
。
こ
の
餅
米
を
蒸
し
た
白
蒸
が
、
江
戸
時
代
に
は
小
豆
の

蒸
物
だ
っ
た
の
で
、
赤
飯
座
と
よ
ば
れ
る
と
い
う
。

祭
礼
の
当
日
、
当
家
は
鯖
・
白
蒸
・
巻
き
昆
布
を
折
敷
に
載
せ
て
、
他
の
座
員
に

配
る
。
神
輿
が
旭
の
杜
に
集
ま
る
直
前
に
、
座
員
全
員
が
当
家
宅
に
集
ま
っ
て
白
衣

を
着
て
、
頭
に
葵
桂
を
挿
す
。
ま
た
、
玄
関
の
右
上
に
も
葵
桂
と
御
幣
を
付
け
る
。

神
輿
六
基
が
旭
の
杜
に
入
っ
て
か
ら
、
一
同
は
当
家
宅
を
出
発
す
る
。
当
家
を
先

頭
に
他
の
三
人
が
続
き
、
神
儀
を
入
れ
た
唐
櫃
は
、
当
家
の
雇
っ
た
神
役
が
唐
橋
の

文
字
と
背
中
に
松
尾
社
の
印
を
付
け
た
法
被
姿
で
運
ぶ
。
す
ぐ
近
く
の
道
祖
神
社
に

神
撰
一
膳
を
供
え
て
、
旭
の
杜
へ
行
き
、
各
神
輿
に
神
撰
を
供
え
る
。
還
幸
祭
か
ら

帰
っ
て
来
る
と
、
受
け
取
っ
て
来
た
真
藻
を
玄
関
の
左
側
に
付
け
る
。
還
幸
祭
の
日

に
、
新
し
い
注
連
縄
を
作
り
、
翌
日
次
の
当
家
へ
渡
す
決
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
道

具
類
を
引
き
継
ぐ
。
次
の
当
家
は
注
連
縄
を
一
年
間
玄
関
口
に
飾
っ
て
、
家
を
清
浄

＠

に
保
つ
の
で
あ
る
。

ハ
、
西
ノ
庄
の
糘
御
供

糘
の
御
供
は
、
西
ノ
庄
東
屋
敷
（
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
）
の
宮
仲
間
と
呼
ば
れ

た
旧
家
か
ら
毎
年
順
に
当
家
が
選
ば
れ
、
一
月
十
四
日
の
御
日
待
ち
か
ら
潔
斎
に
入

っ
て
糠
を
作
っ
て
い
た
。
明
治
九
年
ま
で
は
九
軒
あ
っ
た
宮
仲
間
は
、
昭
和
十
年
に

⑳

は
六
軒
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
は
、
宮
仲
間
は
地
区
内
の
十
八
軒
に
な
り
、
順
に
当
家
と
な
っ
て
い
る
。
正

月
か
ら
当
家
宅
の
玄
関
口
に
注
連
縄
を
張
る
。
還
幸
祭
の
二
日
前
に
、
仲
間
の
う
ち

み
す

の
三
軒
が
伏
見
の
三
栖
へ
真
藻
と
藺
を
刈
り
に
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
水
の
汚
れ

マ
コ
モ

の
た
め
、
宇
治
の
辺
り
ま
で
行
っ
て
真
藻
を
刈
り
、
何
本
か
を
ま
と
め
て
藁
で
縛
る
。

前
日
に
男
手
だ
け
で
米
を
練
っ
て
糘
を
作
る
。
真
藻
の
根
元
に
挟
ん
で
芯
に
す
る
な

ス
ル
メ

ど
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で
作
ら
れ
る
。
他
に
、
薄
く
切
っ
て
半
紙
で
く
く
っ
た
錫
と
、

十
本
ほ
ど
を
束
ね
て
紙
で
く
く
っ
た
蕗
も
作
ら
れ
る
。

当
家
の
家
の
玄
関
口
の
注
連
の
前
に
、
青
竹
を
横
に
吊
る
し
、
真
藻
の
綜
を
掛
け

る
。
ま
た
、
当
日
朝
に
提
灯
を
一
灯
と
、
特
殊
な
御
幣
を
吊
す
。
そ
の
御
幣
は
策
に

も
み
ぬ
か
を
入
れ
た
も
の
を
縄
で
吊
し
て
あ
り
、
も
み
ぬ
か
の
上
に
は
、
竹
の
先
に

半
紙
で
日
・
月
・
星
辰
（
三
角
）
の
形
を
付
け
た
御
幣
を
計
三
本
作
り
、
そ
の
三
本

を
上
部
で
く
く
っ
て
中
央
に
立
て
る
［
写
真
１
］
・
同
じ
よ
う
な
も
の
が
、
京
都
府

久
御
山
町
下
津
屋
の
当
家
宅
の
オ
ハ
ケ
に
見
ら
れ
る
。

さ
ん
こ
う
さ
ん

西
ノ
庄
で
は
こ
れ
を
「
三
光
様
」
と
い
い
、
糘
の
御
供
を
入
れ
た
長
持
は
、
必
ず

こ
の
下
を
く
ぐ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
撰
が
淨
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
準
備

は
す
べ
て
、
そ
の
年
と
翌
年
の
当
家
が
行
い
、
こ
の
二
人
は
持
姿
で
旭
の
杜
へ
向
か

う
。
糘
と
真
藻
は
神
輿
に
供
え
ら
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駕
輿
役
の
地
区
が
持
ち
帰

り
、
こ
れ
を
家
の
門
口
に
付
け
て
お
く
と
厄
除
け
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
当
家

の
道
具
類
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
次
の
当
家
に
渡
さ
れ
る
。

永
和
二
年
の
「
神
事
次
第
」
に
は
、
「
お
ち
た
ち
の
御
供
」
と
し
て
西
七
条
か
ら
の

供
物
が
記
さ
れ
、
『
諸
国
図
会
年
中
行
事
大
成
』
で
も
「
つ
ば
な
の
御
供
」
と
し
て
、

神
輿
が
本
社
へ
到
着
後
、
西
七
条
村
の
綜
と
鯛
が
供
え
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
綜
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
井
上
頼
寿
は
『
文
政
十
二
年
丑
四
月
吉
日
、
松
尾
御
糘
講
覺
帳
』
を

引
用
し
て
、
こ
の
仲
間
の
役
職
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
文
政
十
二
年
（
一

八
二
九
）
か
ら
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
た
。

二
○
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こ
れ
は
、
そ
の
年
ご
と
に
、
役
職
と
担
当
者
の
名
前
を
書
い
て
あ
る
も
の
だ
が
、

文
政
十
二
年
の
記
事
に
は
「
当
家
・
帯
刀
（
二
人
）
•
ま
こ
も
（
三
人
）
・
し
め
竹
（
ニ

人
）
・
上
ケ

（
三
人
）
」
の
名
前
が
見
え
る
。
「
帯
刀
」
は
、

明
治
九
年
(
-
八
七
五
）

西ノ庄の当家宅

に
な
る
と
「
拝
礼
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
年
と
翌
年
の
当
家
が
担
当
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
祭
礼
の
際
に
、
帯
刀
を
許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
「
ま
こ

も
」
は
「
真
菰
狩
」
と
も
記
さ
れ
、
こ
の
三
人
の
中
に
は
必
ず
前
年
と
翌
年
の
当
家

が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
し
め
竹
」
は
、
天
保
五
年
(
-
八
三
四
）
か
ら
「
（
し
め
）
張

り
」
と
記
さ
れ
、
祭
礼
の
時
に
村
の
境
界
に
斎
竹
を
建
て
、
注
連
を
張
る
役
。
「
上
ケ
」

は
旭
の
杜
で
天
幕
を
張
っ
た
り
、
片
付
け
物
を
す
る
役
で
、
明
治
に
な
る
と
二
人
に

減
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
張
り
」
と
「
上
ケ
」
は
昭
和
十
九
年
(
-
九
四
四
）
を
最

後
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

明
治
七
年
か
ら
九
年
に
だ
け
「
備
方
」
と
い
う
役

こ
れ
以
外
に
も
う
一
冊
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
表
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
安
永

七
年
（
一
七
七
八
）
か
ら
文
政
十
一
年
(
-
八
二
八
）
ま
で
の
役
職
と
担
当
者
が
記

さ
れ
て
い
る
。
安
永
七
年
の
記
事
に
は
、
「
御
忌
竹
（
二
人
）
・
帯
刀
（
三
人
）
・
鞍
掛

（
一
人
）
・
御
忌
竹
（
一
人
）
・
布
引
（
一
人
）
•
長
持
（
一
人
）
」
と
あ
る
。
「
長
持
」

は
翌
年
の
記
事
に
「
当
家
よ
り
例
年
定
め
て
出
す
」
と
し
て
二
人
に
な
っ
て
お
り
、

神
餓
を
入
れ
た
長
持
を
運
ぶ
役
で
あ
ろ
う
。
「
帯
刀
」
も
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
か

ら
二
人
と
な
り
、
当
年
と
翌
年
の
当
家
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
役
も
次
第
に
整
え
ら

れ
、
文
政
八
年
(
-
八
二
五
）
か
ら
は
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
で

当
家
の
名
前
を
見
る
と
、
最
初
の
時
期
は
約
三
年
に
一
度
ず
つ
当
家
が
回
っ
て
い
る

が
、
次
第
に
約
六
年
に
一
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
幕
末
を
通
じ
て
続
い
て
お
り
、

⑮
 

宮
仲
間
は
六
軒
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
朱
雀
村
か
ら
も
神
餌
が
出
さ
れ
て
い
る
。
『
諸
国
図
会
年
中
行
事
大

成
』
で
は
、
西
寺
跡
で
出
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
雀
の
神
供
場
で
出
さ
れ

る
の
が
本
当
で
あ
ろ
う
。
現
在
も
、
朱
雀
の
月
読
社
で
す
べ
て
の
神
輿
が
集
ま
り
、

も
記
さ
れ
て
い
る
。

二
0
八



⑤
司
祭
者
た
ち

ま
た
、
祭
礼
に
は
巫
女
や
稚
児
な
ど
の
祭
り
に
奉
仕
す
る
司
祭
者
が
、
表
３
の
よ

、
７
に
出
て
い
た
。

神
幸
祭
で
は
、
社
頭
に
交
代
で
奉
仕
す
る
三
村
の
巫
家
の
う
ち
、
谷
村
の
巫
家
か

ら
出
さ
れ
た
花
笠
女
が
騎
馬
で
神
輿
に
従
い
、
鳴
滝
の
巫
女
が
炬
火
を
燃
や
し
て
同

行
し
、
桂
川
東
岸
で
は
西
七
条
の
巫
女
が
騎
馬
で
出
迎
え
た
と
い
う
。

還
幸
祭
で
は
、
早
朝
に
、
十
二
、
三
歳
で
衣
冠
を
着
し
、
弓
箙
を
帯
び
た
「
鍋

頭
」
と
い
う
小
童
が
騎
馬
で
本
社
と
旅
所
に
参
詣
す
る
。
そ
の
名
の
由
来
は
不
明
で
、

お
い
か
け

冠
の
両
耳
に
付
け
た
綾
（
飾
り
毛
）
が
、
鍋
つ
か
み
の
形
に
似
て
い
る
か
ら
で
は
な

⑳

い
か
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
津
林
村
か
ら
近
年
ま
で
出
て
い
た
。
ま
た
、
下
役

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
放
免
人
と
、
行
列
の
後
ろ
に
付
く
花
笠
女
が
五
つ
の
村
か
ら
三

年
交
代
で
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
神
社
か
ら
給
米
が
行
わ
れ
た
。

午
前
中
に
は
、
嵯
峨
巫
家
か
ら
出
さ
れ
る
花
笠
女
が
旅
所
へ
神
輿
を
迎
え
に
行
く
。

こ
ち
ら
に
も
、
鍋
頭
と
同
じ
よ
う
に
、
本
社
で
葵
桂
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

神
輿
が
旅
所
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
桂
川
を
渡
る
と
、
西
岸
で
鍋
頭
と
同
じ
く
騎
乗

の
小
童
が
待
っ
て
い
て
、
三
宮
社
の
神
輿
の
後
ろ
に
付
く
、
下
山
田
村
の
十
五
歳
以

下
の
男
子
か
ら
選
ば
れ
て
、
葉
室
家
か
ら
の
給
料
物
の
装
束
を
着
け
て
祭
り
に
参
加

し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
も
の
は
、
主
に
桂
川
の
西
側
か
松
尾
社
周
辺
の
村
々
が
奉
仕
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
出
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
旅
所
を
中
心
と
す
る
桂
川

は
な
の
と
う

の
東
側
の
村
で
も
、
朱
雀
村
か
ら
花
頭
と
呼
ぶ
稚
児
が
出
て
い
る
。

神
撰
が
供
え
ら
れ
る
。

表
３
司
祭
者

井
上
頼
寿
は
、
こ
の
稚
児
に
つ
い
て
の
報
告
を
『
京
都
古
習
志
』
に
載
せ
て
い
る
。

朱
雀
の
旅
所
の
辺
り
に
、
十
三
軒
の
株
が
あ
り
、
順
に
当
屋
が
廻
っ
て
十
五
歳

の
男
の
稚
児
を
出
し
た
。
稚
児
は
七
日
前
か
ら
別
火
し
、
男
手
の
精
進
物
を
食
べ

た
。
神
幸
祭
の
日
は
、
冠
を
戴
き
、
黒
抱
を
着
て
、
石
帯
を
付
け
、
乗
馬
で
本
社

へ
参
り
、
他
の
仲
間
か
ら
こ
れ
も
順
に
、
若
党
二
名
と
荷
を
担
ぐ
者
一
名
が
従
っ

た
。
稚
児
は
菖
蒲
と
牡
丹
の
造
花
を
持
ち
、
社
前
ま
で
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
進
ん
で

神
前
に
花
を
供
え
、
神
社
か
ら
た
く
さ
ん
の
供
物
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
稚
児
が

供
物
を
戴
い
て
帰
り
、
吉
祥
院
石
島
村
の
榊
御
面
の
面
合
わ
せ
が
あ
っ
て
、
初
め

て
神
輿
が
出
発
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
花
の
當
」
が
済
ま
な
い
と

二
○
九

還幸日 ・祭日 神幸祭

花
笠
女
一
騎
嵯
峨
村
の
巫
家
神
輿
の
前
に
騎
馬
で
同
行
、
童
子
の
場
合
も
。
爽
第
記
』
に
『
華
頭
」
↓
現
在
、
下
嵯
峨
の
大
榊

衣
冠
者
一
騎
下
津
林
村
役
家
の
十
五
人
か
ら
輪
番
で
、
十
余
歳
の
男
児
を
出
す
。
騎
馬
で
同
行
。
『
次
第
淫
に
は
『
鍋
頭
」

放
免
人

谷
村
・
松
室
村
．

下
山
田
村

川
島
村

下
桂
村

」
三
年
輪
番
（
衣
冠
者
の
附
物
）

花
笠
女
一
騎
同
右
三
年
輪
番
〈
衣
冠
者
の
附
物
）

花
頭
一
騎
朱
雀
村
村
の
輪
番
。
社
前
ま
で
騎
馬
、
菖
蒲
と
牡
丹
の
造
花
を
供
え
る
↓
本
文
参
照

村
の
民
家
か
ら
輪
番
で
十
五
歳
以
下
の
男
児
を
出
す
。
装
束
は
葉
室
家
か
ら
の
給
料
物
、
桂

随
身
一
騎
下
山
田
村

川
か
ら
本
社
ま
で
三
宮
社
の
神
輿
の
後
を
騎
馬
で
供
奉
。

花
笠
女
一
騎
谷
村
の
巫
家
本
社
か
ら
桂
川
西
岸
ま
で
神
輿
に
騎
馬
で
同
行

鳴
滝
神
子
鳴
滝
村
の
巫
家
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
燃
や
し
て
神
輿
に
同
行

七
条
神
子
西
七
条
の
巫
家
桂
川
束
岸
か
ら
旅
所
ま
で
神
輿
に
騎
馬
で
同
行

翁
面
嶋
村
・
石
原
村
石
原
村
の
陽
面
社
に
保
管
↓
神
幸
祭
～
還
幸
祭
の
間
は
嶋
村
の
陽
面
社
へ

幅
面
吉
祥
院
村
陰
面
社
に
保
管
。
錦
袋
に
入
れ
る
。
神
幸
・
還
幸
と
も
両
面
の
面
合
わ
せ
の
後
、
神
輿
が
出
発

（
榊
御
面
の
稚
児
）
し
、
先
導
す
る
。
両
面
と
も
七
日
間
別
火
し
た
稚
児
が
同
行
（
嘔
面
の
稚
児
は
、
化
粧
｝

名
称
村
（
当
家
）
備
考



祭
り
は
出
来
な
い
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
稚
児
は
祭
礼
中
百
万
石
の
位
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
非
常
に
尊
敬
を
受
け
、
神
社
か
ら
当
屋
へ
米
三
○
石
が
下
さ
れ
る
ほ
ど

重
要
な
役
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
次
第
に
す
た
れ
、
昭
和
の
初
め
に
は
、

⑪

一
軒
が
残
る
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
調
査
で
は
、
花
頭
は
神
幸
祭
に
出
て
い
て
、
祭
礼
の
始
ま
り
を
告
げ
る
重
要

な
役
割
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
略
注
」
で
は
祭
日
に
花
頭
一
騎
が
、
朱
雀
村

か
ら
年
番
で
勤
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
で
は
「
神
幸
日
」
と
「
祭
日
」

は
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、
「
次
第
記
」
に
も
、
嵯
峨
村
の
花
笠
女
と
の
間
違
い
が

あ
る
と
は
い
え
、
還
幸
祭
に
「
華
頭
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
朱
雀
村
に
あ

る
月
読
社
に
神
輿
が
集
ま
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
来
は
還
幸
祭
に
花
頭
が
出

た
と
思
わ
れ
る
。

花
頭
と
い
う
言
葉
は
、
菖
蒲
と
牡
丹
の
造
花
を
神
前
の
供
え
る
こ
と
か
ら
来
る
も

の
だ
ろ
う
が
、
類
似
す
る
稚
児
が
す
ぐ
近
く
で
見
ら
れ
る
。

石
原
村
の
対
岸
、
上
久
世
村
の
綾
戸
・
国
中
神
社
（
南
区
上
久
世
町
）
で
は
、
毎

年
祇
園
祭
に
駒
形
稚
児
が
八
坂
神
社
へ
参
る
。
山
鉾
巡
行
の
後
な
の
で
一
般
に
は
知

ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
現
在
で
も
七
月
十
七
日
の
夕
方
に
八
坂
神
社
に
参
詣
し
て
い

る
。
腰
に
木
彫
り
の
馬
の
首
を
付
け
て
い
る
た
め
に
そ
の
名
が
あ
る
の
だ
が
、
長
刀

鉾
の
稚
児
が
社
参
す
る
際
は
、
歩
い
て
社
前
に
進
む
の
に
対
し
、
駒
形
稚
児
は
乗
馬

の
ま
ま
拝
殿
を
右
廻
り
に
三
周
す
る
。
こ
の
後
、
神
輿
が
四
条
御
旅
所
へ
出
発
す
る

時
に
は
、
中
御
座
の
神
輿
の
前
を
進
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
十
四
日
の
還
幸
祭

に
も
神
輿
を
先
導
し
て
八
坂
神
社
に
帰
る
。
長
刀
鉾
の
稚
児
が
五
位
の
位
と
い
わ
れ

る
事
か
ら
、
駒
形
稚
児
は
そ
れ
以
上
の
位
の
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
乗
馬

の
ま
ま
社
前
に
参
っ
て
花
を
供
え
る
松
尾
祭
に
お
け
る
花
頭
と
似
て
い
る
。
こ
れ
ら

①
翁
面
（
石
原
・
嶋
）

こ
の
花
頭
と
と
も
に
、
神
輿
の
出
発
に
関
係
す
る
の
が
吉
祥
院
村
と
石
原
・
嶋
両

村
の
榊
の
御
面
で
あ
る
。
石
原
村
と
嶋
村
に
陽
面
社
が
、
吉
祥
院
村
に
陰
面
社
が
あ

⑫

り
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
面
（
翁
面
）
と
陰
面
（
嘔
面
）
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
翁
と
嘔

の
面
が
、
神
輿
の
渡
御
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
大
宮
の
神
輿
が

出
発
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
御
面
の
「
面
合
わ
せ
」
を
行
っ
て
か
ら
出
発
す
る
の

で
あ
る
。

翁
面
は
、
神
幸
祭
の
日
に
石
原
村
か
ら
嶋
村
へ
移
さ
れ
、
還
幸
祭
ま
で
祭
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
両
村
は
関
係
が
深
く
、
京
都
市
に
編
入
さ
れ
る
前
に
は
合
併
し
て
石
島

村
と
な
っ
て
お
り
、
井
上
頼
寿
の
花
頭
の
調
査
は
そ
の
時
期
で
あ
る
。
一
方
の
嘔
面

は
、
陰
面
社
が
あ
っ
た
吉
祥
院
村
か
ら
出
て
い
る
。
現
在
も
こ
れ
ら
の
地
区
に
松
尾

講
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
祭
礼
の
際
に
、
御
面
と
稚
児
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
『
京
都
古
習
志
』
に
も
記
載
は
な
く
、
現
在
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て

紹
介
し
た
い
。

石
原
村
（
南
区
吉
祥
院
石
原
町
）
の
集
落
の
中
心
部
に
石
原
松
尾
神
社
が
あ
り
、

の
稚
児
は
、
祭
礼
に
お
い
て
、
目
に
見
え
る
神
の
態
依
の
対
象
と
し
て
期
待
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

祇
園
祭
の
山
鉾
に
は
、
稚
児
以
外
に
も
天
王
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
御
神
体
の
人
形
が

屋
根
の
上
に
祀
ら
れ
、
船
鉾
の
よ
う
に
神
面
を
祀
る
所
も
あ
る
。
次
は
、
松
尾
祭
の

翁
面
と
嘔
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
、
榊
御
面
の
稚
児

一

一

一

○



翁面の稚児

本
社
に
遷
っ
た
た
め

翁
面
が
三
枚
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
番
古
い
も
の
は
、
室
町
時
代
の
も
の

だ
と
い
い
、
現
在
は
そ
の
複
製
が
使
わ
れ
て
い
る
。
翁
面
は
常
時
こ
こ
に
あ
り
、
祭

礼
に
嶋
村
か
ら
迎
え
が
来
る
。
そ
し
て
、
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
松
尾
講
が
組
織
さ
れ
、

順
に
祭
礼
の
世
話
役
と
し
て
当
家
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
神
幸
祭
当
日
の
朝
は
、
石

原
村
の
当
家
が
神
社
に
神
餌
を
供
し
、
鴫
か
ら
迎
え
に
来
た
一
行
に
従
っ
て
、
御
面

を
南
の
村
境
ま
で
見
送
る
。
そ
し
て
、
還
幸
祭
ま
で
の
二
十
日
間
御
面
は
、
嶋
村
に

留
ま
る
の
で
あ
る
。

嶋
村
（
南
区
吉
祥
院
嶋
）
は
、
桂
川
、
鴨
川
の
合
流
点
に
近
く
、
文
字
通
り
こ
の

付
近
だ
け
が
小
高
い
島
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
松
尾
神
が
淀
川
を
上
が
っ
て
来
た

時
、
最
初
に
こ
の
地
に
留
ま
り
、
次
い
で
、
石
原
、
西
七
条
、
朱
雀
、
郡
を
経
て
、

い
ず
れ
も
が
旅
所
に
な
っ
て
神
輿
が
赴
く
の
だ
と
い
う
伝
承

が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
嶋
の
中
央
部
、
笠
井
町
に
嶋
松
尾
神
社
が
あ
る
。
石
原
の
松

尾
神
社
か
ら
南
へ
約
七

0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お
り
、
桂
川
の
堤
防
の
そ
ば
に
位
置

す
る
。
近
年
境
内
が
整
備
さ
れ
、
祠
や
灯
龍
な
ど
も
新
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

神
幸
祭
か
ら
還
幸
祭
の
二
十
日
間
だ
け
、
翁
面
が
移
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
翁
面
の
地
区

（
翌
年
の
当
家
）

で
あ
る
が
、
現
在
は
自
動
車
を
使
っ
て
い （人

か
ら
送
ら
れ
、
玄
関
に
注
連
縄
を
一
年
間
掛
け
て
い
る
。

翁
面
と
稚
児
を
出
し
て
祭
礼
に
参
加
す
る
の
は
、
嶋
の
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る

松
尾
講
（
ま
つ
の
ー
こ
う
）

の
十
二
軒
が
順
番
に
当
家
を
勤
め
る
。
か
つ
て
は
祭
礼

後
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は
四
月
一
日
に
当
家
を
引
き
継
ぎ
、
前
日
に

長
持
に
入
れ
た
書
類
や
道
具
、
衣
装
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
と
注
連
縄
が
前
の
当
家

当
家
に
な
る
と
、
毎
月
二
十
八
日
と
一
日
に
嶋
の
お
宮
に
参
拝
し
、
尾
頭
付
き
の

魚
・
野
菜
・
洗
米
を
三
方
に
載
せ
た
御
膳
を
供
え
る
。
九
月
と
三
月
の
二
十
八
日
に

は
、
村
の
代
表
と
し
て
本
社
へ
参
詣
し
、
竹
の
棒
で
数
え
な
が
ら
、
お
千
度
参
り
を

し
た
。
現
在
は
、
昇
殿
し
て
お
祓
い
を
受
け
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
当
家
に
な
る

と
、
村
の
中
に
葬
式
が
あ
っ
て
も
絶
対
参
列
せ
ず
、
身
内
や
親
戚
に
不
幸
が
あ
っ
た

時
は
、
当
家
を
次
に
廻
す
。
こ
れ
は
必
ず
順
送
り
で
行
い
、
逆
送
り
は
や
ら
な
い
。

一
月
十
日
に
は
松
尾
講
が
行
わ
れ
る
。

当
家
は
、
祭
礼
前
に
な
る
と
、
自
分
の
子
ど
も
か
、
親
戚
、
近
所
か
ら
小
学
生
の

男
の
子
を
稚
児
と
し
て
探
す
。
祭
礼
の
際
は
、
神
餞
や
、
神
輿
の
昇
き
手
の
弁
当
な

ど
を
一
切
準
備
し
、
枠
姿
で
祭
礼
に
同
行
す
る
。

神
幸
祭
（
お
出
で
祭
り
）
の
日
の
朝
、
当
家
は
用
意
し
た
山
榊
を
持
っ
て
、
石
原

の
松
尾
社
へ
翁
面
を
迎
え
に
行
く
。
神
社
で
石
原
の
当
家
に
翁
面
を
榊
の
枝
に
付
け

み
や
ち
ょ
ー

て
も
ら
い
、
嶋
の
当
家
宅
へ
も
ど
る
。
杖
つ
き
（
行
列
の
先
頭
で
警
護
役
）
•
宮
町

ゃ
く役
（
前
年
の
当
家
）
な
ど
が
来
て
盃
事
を
し
、
一
同
は
袢
に
着
替
え
る
。
顔
に
白
粉

を
付
け
、
口
紅
を
引
い
て
化
粧
を
し
た
白
い
着
物
の
稚
児
と
と
も
に
、
嶋
の
お
宮
へ

参
拝
し
た
後
、
本
社
へ
向
か
う
。
行
列
は
、
杖
つ
き
・
当
家
・
稚
児
・
榊
持
ち

足
）
•
宮
町
役
・
見
習
い

が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。



る
。
元
は
、
吉
祥
院
地
区
の
入
口
ま
で
、
鴫
・
石
原
の
人
々
が
見
送
り
に
行
っ
た
。

本
社
で
、
嘔
面
の
一
行
と
合
流
し
、
社
殿
で
、
神
官
か
ら
お
祓
い
を
受
け
る
。
発

輩
祭
の
間
は
、
本
殿
正
面
の
中
門
の
北
側
（
右
側
）
に
翁
面
と
稚
児
・
当
家
・
世
話

役
た
ち
が
座
り
、
南
側
（
左
側
）
に
嘔
面
側
の
稚
児
や
当
家
・
世
話
役
た
ち
が
座
る
。

た
だ
し
、
嘔
面
は
月
読
社
の
唐
櫃
と
と
も
に
、
本
殿
の
社
前
に
飾
ら
れ
る
［
写
真

２
］
。最
初
の
大
宮
の
神
輿
に
御
神
体
が
移
さ
れ
る
際
、
中
門
の
所
で
、
稚
児
の
横
に
向

か
い
合
っ
て
立
っ
た
世
話
役
が
、
面
の
付
い
た
榊
の
枝
を
上
に
捧
げ
、
「
お
－
お
－
お

ｌ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
翁
と
嘔
の
面
を
三
回
合
わ
せ
る
面
合
わ
せ
を
二
度
行
っ
た
後

［
写
真
３
］
、
嘔
面
の
一
行
が
先
に
立
っ
て
出
発
す
る
。

各
神
輿
も
一
基
ず
つ
中
門
の
前
に
運
ば
れ
、
白
い
布
で
覆
面
を
し
た
神
官
に
よ
っ

て
本
殿
か
ら
出
さ
れ
た
御
神
体
を
乗
せ
る
。
そ
し
て
、
拝
殿
の
周
り
を
右
へ
三
回
廻

る
拝
殿
廻
し
を
行
っ
て
、
旅
所
へ
出
発
す
る
。

両
方
の
面
と
当
家
、
稚
児
は
神
輿
を
先
導
し
て
、
西
七
条
の
旅
所
ま
で
向
か
う
。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車
の
荷
台
に
そ
れ
ぞ
れ
御
面
が
後
ろ
向
き
に
く
く
り
付
け
ら

れ
る
が
［
写
真
４
］
、
元
は
稚
児
は
馬
に
乗
り
、
桂
川
で
舟
に
移
る
際
も
地
面
に
足
を

触
れ
ず
、
肩
車
を
さ
れ
て
乗
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

西
七
条
の
旅
所
の
到
着
時
に
再
び
面
合
わ
せ
を
し
て
、
た
だ
ち
に
一
行
は
吉
祥
院

へ
戻
る
が
、
石
原
を
通
過
し
て
鴫
へ
帰
り
、
鴫
の
お
宮
へ
翁
面
を
納
め
る
。
こ
の
時
、

石
原
と
嶋
の
境
で
、
石
原
の
当
家
と
鴫
の
高
張
提
灯
・
太
鼓
な
ど
が
迎
え
る
。
一
行

は
松
明
を
先
頭
に
、
大
太
鼓
が
二
個
、
木
に
飾
り
を
付
け
た
高
張
提
灯
が
二
組
出
さ

れ
、
両
吊
り
の
も
の
一
組
を
五
十
歳
以
上
の
人
が
、
も
う
一
組
は
青
年
団
の
者
が
持

ち
、
「
よ
ー
さ
じ
ゃ
、
お
み
や
（
宮
）
さ
ん
じ
ゃ
」
と
唱
え
な
が
ら
進
む
。

②
嘔
面
（
中
川
原
・
三
の
宮
・
新
田
）

嘔
面
は
、
元
々
吉
祥
院
地
区
全
体
か
ら
出
て
い
た
が
、
吉
祥
院
天
満
宮
の
氏
子
区

域
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
二
十
年
程
前
か
ら
、
中
川
原
・
三
の
宮
・
新
田
の
地
区

（
い
ず
れ
も
南
区
）
か
ら
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
中
川
原
の
す
ぐ
北
に
は
、
宮

の
前
の
地
名
と
公
園
が
残
り
、
こ
こ
に
も
松
尾
神
社
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
今
は
な
く
、

御
面
は
本
社
に
保
管
さ
れ
、
祭
礼
の
期
間
だ
け
当
家
の
家
に
移
さ
れ
る
。

当
家
は
三
地
区
の
氏
子
の
中
で
、
稚
児
の
小
学
生
の
男
児
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

嶋
に
御
面
が
移
さ
れ
て
い
る
間
は
、
毎
朝
当
家
に
よ
っ
て
、
神
社
の
掃
除
と
、
山

の
も
の
、
海
の
も
の
、
里
の
も
の
の
三
膳
が
供
え
ら
れ
る
。
元
は
、
筍
、
大
根
、
ゆ

ば
、
う
ど
、
蕗
、
し
い
た
け
を
そ
れ
ぞ
れ
立
て
て
水
引
を
か
け
、
三
宝
に
載
せ
た
も

の
と
、
鯛
、
丸
い
型
で
押
し
出
し
た
赤
飯
な
ど
を
供
え
た
。
夜
は
、
「
お
ひ
か
り
」
と

し
て
、
百
目
ろ
う
そ
く
に
火
を
つ
け
、
灯
籠
を
灯
す
。
今
は
、
境
内
の
灯
籠
と
拝
殿

内
の
ろ
う
そ
く
と
も
電
灯
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
油
の
行
燈
を
使
っ
た
と
い
う
。

還
幸
祭
（
お
帰
り
祭
り
）
は
昼
過
ぎ
に
鴫
の
お
宮
で
榊
に
面
を
付
け
て
出
発
す
る
。

嘔
面
の
一
行
と
時
間
を
打
ち
合
わ
せ
て
、
十
四
時
頃
に
西
七
条
の
旅
所
で
合
流
す
る
。

神
輿
や
行
列
が
旭
の
杜
か
ら
や
っ
て
来
る
と
、
面
合
わ
せ
を
し
て
そ
の
先
頭
を
行
き
、

朱
雀
の
旅
所
と
郡
の
衣
手
社
に
寄
っ
て
、
本
社
へ
向
か
う
。
本
社
で
も
面
合
わ
せ
を

し
て
、
還
幸
の
神
事
の
後
に
、
吉
祥
院
へ
戻
る
。
吉
祥
院
地
区
の
入
口
ま
で
は
嘔
面

の
一
行
と
一
緒
で
あ
り
、
こ
こ
で
ま
た
面
合
わ
せ
を
し
て
、
二
手
に
別
れ
る
。
神
幸

祭
の
時
と
同
様
に
、
嶋
・
石
原
か
ら
提
灯
を
持
っ
た
迎
え
が
こ
こ
ま
で
来
て
、
松
明

を
先
頭
に
石
原
の
松
尾
神
社
へ
戻
る
。
石
原
の
お
宮
で
面
を
外
し
、
鴫
へ
帰
る
。
鴫

で
は
直
会
な
ど
は
、
特
に
な
い
と
い
う
。

一
一
一
一
一



家
か
ら
選
ば
れ
る
。
順
不
同
で
、
同
じ
地
区
が
続
く
こ
と
も
あ
る
（
一
九
九
六
年
は

三
宮
）
。
稚
児
は
白
粉
を
顔
に
付
け
、
特
に
鼻
の
上
に
白
く
塗
り
、
頬
紅
を
つ
け
る
。

橙
色
の
着
物
を
着
て
お
り
、
男
児
だ
が
女
性
の
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
。

写真3 面合わせ

る
予
祝
傲
礼
と
同
じ
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

翁
面
は
榊
の
枝
に
、
む
き
だ
し
の
面
と
大
き
な
幣
が
左
右
二
対
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
だ
が
、
蝠
面
は
錦
の
袋
に
入
れ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
榊
の
枝
も
全
面

に
多
く
の
小
さ
な
御
幣
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
長
方

形
の
半
紙
に
上
か
ら
三
分
の
二
ほ
ど
切
り
込
み
を
縦
に
二
本
入
れ
、

そ
の
真
ん
中
の

紙
を
上
に
折
っ
て
枝
に
く
く
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
人
形
を
意
識
し
た
も
の
か
も
し

翁
面
に
比
べ
て
、
蝠
面
の
方
の
祭
祀
組
織
が
崩
れ
て
い
る
た
め
、
元
の
様
子
は
不

明
だ
が
、
翁
面
と
同
じ
よ
う
な
宮
座
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
両
方
の
面
が
揃
い
、
面
合
わ
せ
と
い
う
呪
術
的

な
行
為
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
祭
礼
が
始
ま
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
面
が
神

輿
の
前
駆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
稚
児
が
化
粧
を
し
て
い
る
の
は
他
の
神
社
に
も
見

ら
れ
る
が
、
特
に
蝠
面
の
稚
児
が
女
性
の
姿
を
表
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
他
の

神
社
で
も
残
る
本
社
と
旅
所
と
の
関
係
は
神
の
出
現
に
関
わ
る
と
い
う
伝
承
が
、
こ

こ
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

永
和
二
年
の
「
神
事
次
第
」
に
は
、
神
幸
祭
と
還
幸
祭
で
、
獅
子
舞
と
と
も
に
御

面
舞
が
あ
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
榊
に
面
を
付
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に

人
間
が
翁
と
蝠
面
を
付
け
て
踊
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
蝠
面
の
稚
児
が
女

性
の
姿
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
名
残
り
で
あ
る
。
獅
子
舞
に
は
、
祭
礼
の
行
列

の
露
払
い
や
悪
魔
払
い
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
御
面
舞
に
も
そ
の
よ
う
な
意
味
が
含

ま
た
、
翁
と
蝠
の
面
合
わ
せ
に
は
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
御
田
植
神
事
に
お
い

て
、
翁
と
蝠
が
性
交
と
出
産
の
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
作
物
の
豊
饒
を
祈

れ
な
い
。

~ 



東
京
都
板
橋
区
徳
丸
の
田
遊
ぴ
や
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
の
飛
鳥
坐
神
社
で
は

そ
う
い
っ
た
内
容
を
も
つ
御
田
植
祭
が
あ
り
、
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
の
新
野
の

雪
祭
り
で
も
翁
と
蝠
が
現
れ
る
。
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
下
社
の
お
舟
祭
り

で
は
、
春
宮
か
ら
秋
宮
へ
渡
御
す
る
柴
舟
の
前
後
に
翁
と
蝠
の
人
形
が
向
か
い
合
わ

せ
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
伊
豆
半
島
の
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
妻
良
の
よ
う
に
、

祭
礼
の
神
輿
が
海
岸
の
お
旅
所
へ
向
か
う
際
、
翁
と
娼
が
神
輿
を
先
導
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
。

松
尾
社
の
氏
子
の
区
域
は
京
と
は
言
っ
て
も
農
村
部
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
予
祝

俵
礼
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
も
、
松
尾
社
は
史
料
的
に
南
北

朝
時
代
に
ま
で
潮
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
神
幸
に
現
れ
る
翁
や
蝠
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

写真4 蝠面の稚児

五
、
月
読
社
の
祭
祀

松
尾
社
の
氏
子
区
域
は
、
元
は
平
安
京
の
右
京
（
西
京
）

西
寺
跡
に
神
輿
が
赴
く
の
も
、

そ
の
時
期
の
名
残
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

で
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。

や
が
て
右

京
は
洛
外
の
農
村
地
帯
の
中
に
含
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
か
え
っ
て
、
松
尾

祭
は
都
市
の
祭
礼
で
は
な
く
、
村
の
祭
礼
と
い
う
要
素
が
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、
神

輿
の
駕
輿
役
や
樺
の
御
面
な
ど
、
各
村
の
主
導
権
が
強
く
、
本
社
の
神
職
は
ほ
と
ん

ど
祭
礼
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。
武
御
前
社
の
神
輿
を
河
原
で
捨
て
た
の
も
、
自

松
尾
祭
に
は
七
社
の
摂
末
社
が
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
月
読
社
を
除
く
六

社
の
神
輿
が
出
て
い
た
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
の
史
料
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

月
読
社
は
松
尾
社
と
同
様
に
式
内
社
で
名
神
大
社
で
も
あ
り
、
非
常
に
格
式
が
高

か
っ
た
。
月
読
社
は
壱
岐
か
ら
遷
さ
れ
て
来
て
、
葛
野
川
（
桂
川
）
の
付
近
か
ら
現

在
地
へ
遷
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
月
読
社
は
当
初
か
ら
松
尾
社

⑬
 

の
摂
社
で
は
な
く
、
次
第
に
勢
力
下
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
完
全
に

吸
収
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
還
幸
祭
の
朝
に
神
官
た
ち
が
月
読
社
に
参
拝
し
、
「
御
船

の
祀
り
」
を
行
っ
て
安
全
を
祈
っ
て
い
る
こ
と
も
、
神
輿
が
流
さ
れ
た
か
ら
で
は
な

く
、
元
は
川
の
そ
ば
に
祭
ら
れ
て
い
た
月
読
神
に
対
す
る
崇
拝
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
松
尾
祭
に
お
い
て
、
な
ぜ
月
読
社
だ
け
が
神
輿
で
は
な
く
、
神
を
招

＜
板
牌
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
西
寺
跡
の
旭
の
杜
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
朱
雀
の
月
読

社
へ
神
輿
が
向
か
い
、
朱
雀
村
か
ら
神
餞
を
供
え
る
の
か
。
ま
た
、
朱
雀
村
か
ら
は
、

祭
礼
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
花
頭
も
出
る
。
月
読
社
の
板
牌
は
朱
雀
村
の

分
た
ち
の
集
落
内
か
ら
疫
病
な
ど
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
―
四



ま
た
、
松
尾
本
社
（
大
宮
）
の
神
輿
の
駕
輿
役
が
唐
橋
村
で
あ
り
、
そ
の
村
内
に

は
西
寺
跡
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
寺
に
松
尾
神
を
迎
え
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

稲
荷
祭
を
東
寺
が
支
え
た
よ
う
に
、
松
尾
祭
も
西
寺
の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
れ
に
西
七
条
と
い
う
人
口
の
集
中
地
を
中
心
に
し
た
桂
川
東
岸
の
村
が
加
わ

っ
て
行
わ
れ
た
の
が
、
松
尾
の
神
幸
祭
で
あ
り
、
西
寺
が
衰
退
し
た
後
も
、
代
わ
っ

て
祭
礼
の
主
導
権
を
握
り
、
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

東
隣
の
梅
小
路
村
か
ら
駕
輿
丁
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
朱
雀
と
梅
小

路
が
月
読
神
を
祭
っ
て
お
り
、
独
自
に
月
読
社
の
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
、
月

読
社
が
松
尾
社
に
吸
収
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
祭
礼
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
異
質
の
要
素
が
残
り
、
月
読
神
へ
の
崇
拝
か
ら
花
頭
の
意

味
付
け
も
重
く
な
り
、
神
輿
が
朱
雀
の
月
読
社
に
集
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。

月
読
社
以
外
に
櫟
谷
社
も
式
内
社
で
あ
り
、
宗
像
社
も
本
来
は
松
尾
の
神
で
は
な

い
。
ま
た
、
境
内
社
の
三
宮
・
衣
手
・
四
之
社
も
、
当
初
か
ら
松
尾
社
に
祭
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

駕
輿
役
の
村
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
神
を
祭
っ
て
い
る
。
神
撰
も
、
松
尾
社
の
神
輿

よ
り
も
先
に
氏
神
へ
供
え
て
い
る
。
ま
た
、
神
輿
を
迎
え
る
旅
所
が
氏
神
社
の
所
も

あ
る
。
各
村
の
氏
神
で
あ
る
松
尾
神
社
や
三
宮
神
社
の
氏
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
松

尾
大
社
の
氏
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
村
で
祭
る
氏
神
と
、
神
輿

で
本
社
か
ら
来
る
神
と
は
異
な
る
神
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
本
来
は
村
で
氏
神
と

し
て
祭
ら
れ
て
い
た
神
が
本
社
に
遷
さ
れ
て
、
祭
り
の
た
び
に
村
へ
戻
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
輿
の
神
幸
の
理
由
と
し
て
、
旅
所
か
ら
本
社
へ
神
が
遷
っ
て

行
っ
た
と
い
う
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
う
い
っ
た
事
実
の
反
映
か
も
し

れ
な
い
。

①
拙
稿
「
京
都
に
お
け
る
氏
子
区
域
の
形
成
ｌ
松
尾
社
と
稲
荷
社
の
祭
祀
形
態
ｌ
」

（
津
田
秀
夫
先
生
古
稀
記
念
会
『
封
建
社
会
と
近
代
』
同
朋
舎
出
版
一
九
八
九
年
）
、

同
「
神
々
の
領
域
ｌ
京
都
の
氏
子
区
域
の
形
成
Ｉ
」
（
『
聖
域
の
伝
統
文
化
』
関
西
大

学
出
版
部
一
九
九
五
年
）
。

松
尾
神
を
信
仰
す
る
村
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
で
神
を
祭
っ
て
い
た
も
の
が
、

次
第
に
神
事
を
専
門
の
神
官
に
任
せ
る
よ
う
に
な
る
。
本
来
な
ら
ば
自
分
達
か
ら
選

ば
れ
た
当
家
が
一
年
中
神
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
、
短
期
間
だ
け
神

に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
本
社
の
神
の
分
霊
と
い
う
意
識
が
強
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
元
は
自
分
達
の
身
近
で
神
を
祭
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

旅
所
の
あ
る
村
に
と
っ
て
は
、
神
が
自
分
達
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
来
た
わ
け
で
あ

り
、
そ
こ
で
念
入
り
に
奉
斎
さ
れ
た
神
は
、
新
た
な
力
を
身
に
つ
け
て
本
社
へ
迎
え

ら
れ
る
。
還
幸
祭
と
い
う
の
は
、
新
た
に
神
が
現
れ
る
祭
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

こ
の
日
を
祭
日
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
桂
川
東
岸
の
旅
所
へ
神
幸
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
神
は
新
た
な
力
を
身
に
つ
け
て
帰
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
桂

川
の
西
岸
の
村
々
は
そ
れ
を
迎
え
て
奉
仕
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
松
尾
祭
を
支
え
る
祭
祀
組
織
を
持
つ
地
域
が
余
り
に
広
い
範
囲
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
平
安
京
内
の
祭
祀
を
考

⑭

え
る
う
え
で
、
松
尾
祭
は
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

扁

註
一

一

一

一

石



②
主
な
研
究
と
し
て
は
、
五
島
邦
治
「
平
安
京
の
祭
礼
と
住
民
」
『
尋
源
』
三
七
一

九
八
七
年
一
○
月
、
松
原
誠
司
「
旅
所
祭
祀
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
『
国
史
学
』
一

四
○
一
九
九
○
年
三
月
、
福
原
敏
男
「
長
者
・
旅
所
・
政
所
」
一
九
九
三
年
初
出
（
同

著
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』
収
録
法
政
大
学
出
版
会
一
九
九
五
年
）
、
岡
田
荘
司

「
平
安
京
中
の
祭
礼
・
御
旅
所
祭
祀
」
（
同
著
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
収
録
続

群
書
類
従
刊
行
会
一
九
九
四
年
）
。

③
『
康
富
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
四
月
一
一
日
条
に
は
、
神
輿
が
「
東
寺
の
西

辺
」
を
神
幸
し
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
松
尾
社
の
氏
子
区
域
の
東
端
が
千
本
通

（
元
の
朱
雀
大
路
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
神
輿
は
千
本
通
を
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

④
「
松
尾
社
年
中
神
事
次
第
」
『
松
尾
大
社
史
料
集
』
一
○
七
五
号
。
『
日
本
祭
礼
行
事

集
成
』
第
一
巻
に
も
収
録
。

⑤
「
松
尾
社
年
中
行
事
次
第
記
」
『
同
右
』
一
○
九
五
・
九
八
号
。
『
日
本
祭
礼
行
事
集

成
』
第
七
巻
に
も
収
録
。
同
書
に
よ
る
と
、
元
禄
五
～
一
一
年
（
一
六
九
二
～
八
）
の

間
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
。

⑥
「
松
尾
略
注
全
冊
」
『
同
右
』
二
○
六
号
。

⑦
「
東
寺
往
還
」
『
近
畿
歴
覧
記
』
所
収
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
二
（
『
京
都
叢
書
』

一
二
巻
収
録
）
。
他
に
「
松
尾
社
総
論
」
（
『
同
右
』
一
二
八
号
）
、
「
自
家
宝
蔵
記
」

巻
一
（
『
同
右
』
一
二
九
号
）
な
ど
。

ま
た
、
鏡
板
と
い
う
の
は
、
島
根
県
八
束
郡
美
保
関
町
の
美
保
神
社
の
祭
礼
な
ど
に

お

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
神
招
ぎ
の
板
と
さ
れ
て
お
り
、
祭
礼
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
『
都
名
所
図
会
』
巻
四
、
松
尾
祭
礼
、
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
（
『
京
都
叢
書
』
六

巻
収
録
）
。

⑨
『
諸
国
図
会
年
中
行
事
大
成
』
巻
二
下
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
（
『
日
本
庶
民
生

活
史
料
集
成
』
第
二
二
巻
収
録
）
。

⑩
『
古
事
談
』
第
三
な
ど
。

⑪
註
①
参
照
。

⑫
『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
巻
四
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
（
『
京
都
叢
書
』
二
二
巻
収

録
）
。

⑬
『
日
次
記
事
』
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
二
三
巻

収
録
）
。

⑭
『
山
州
名
跡
志
』
巻
一
言
正
徳
元
年
（
一
七
一
二
（
『
京
都
叢
書
』
一
五
巻
収

録
）
。現
在
の
武
御
前
社
は
、
西
七
条
の
旅
所
の
北
東
隅
、
神
輿
庫
の
東
側
に
、
御
前
通
り

に
面
し
て
祠
が
あ
る
。
こ
の
地
区
の
産
土
神
で
あ
る
と
さ
れ
、
旅
所
に
大
宮
以
下
四
基

の
神
輿
が
飾
ら
れ
る
と
、
こ
の
社
の
小
さ
な
神
輿
も
神
輿
庫
に
飾
ら
れ
る
。
今
は
五
月

五
日
に
町
内
を
廻
る
だ
け
で
あ
る
。

⑮
註
⑨
参
照
。

⑯
『
鎌
倉
遺
文
』
巻
一
’
一
四
三
九
号

⑰
豊
田
武
「
宮
座
の
発
達
と
そ
の
変
質
」
一
九
三
六
年
初
出
（
同
著
『
宗
教
制
度
史
』

収
録
、
吉
川
弘
文
館
一
九
八
二
年
）
。

⑱
萩
原
龍
夫
著
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
・
増
補
版
』
一
○
○
～
四
頁
、
吉
川
弘
文
館

一
九
七
五
年
。

⑲
高
牧
實
著
『
宮
座
と
祭
』
四
八
～
九
頁
、
学
生
社
一
九
八
二
年
。

⑳
『
鎌
倉
遺
文
』
巻
六
’
三
六
六
二
号
。

⑳
『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
○
）
四
月
一
四
日
条
な
ど
。

⑳
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
は
、
「
松
尾
社
神
輿
六
基
神
幸
道
筋
上
桂
村
・
徳

大
寺
村
・
川
勝
寺
村
・
西
七
条
村
、
祭
禮
神
事
勤
役
村
々
谷
山
田
村
・
上
桂
村
・
下
桂

村
・
川
島
村
・
下
津
林
村
・
北
嵯
峨
村
・
吉
祥
院
村
・
嶋
村
・
石
原
村
氏
子
村
々
三
拾

一
一
一
一
ハ



餘
村
」
と
あ
る
。

⑳
「
東
寺
往
還
」
に
は
、
川
勝
寺
村
に
一
カ
所
、
七
條
村
に
二
カ
所
、
朱
雀
に
二
カ
所
、

塩
小
路
に
一
カ
所
が
あ
り
、
塩
小
路
の
旅
所
に
五
社
の
神
輿
と
板
牌
が
集
ま
っ
て
い
た

と
い
う
。

⑳
西
七
条
旅
所
は
、
御
前
通
に
東
面
し
、
西
側
奥
に
社
殿
が
、
境
内
北
側
に
神
輿
の
保

管
庫
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
神
輿
の
駐
華
中
は
、
東
側
か
ら
順
に
四
之
社
と
月
読
社
の

唐
櫃
宗
像
社
と
武
御
前
社
、
櫟
谷
社
、
大
宮
社
の
神
輿
が
安
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
神

酒
樽
な
ど
の
供
物
が
並
べ
ら
れ
て
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
神
輿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
江

戸
時
代
の
地
図
に
も
、
旅
所
は
現
在
地
に
見
え
る
。

郡
の
衣
手
社
は
、
古
く
か
ら
の
産
土
神
の
三
宮
社
に
、
明
治
に
衣
手
社
を
合
祀
し
た

も
の
で
あ
る
。
川
勝
寺
の
三
宮
社
は
こ
の
地
区
の
産
土
神
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
地
図

に
も
見
え
る
。
本
殿
の
横
に
、
「
宝
暦
三
年
三
月
講
中
」
と
刻
ま
れ
た
石
燈
篭
の
台

座
が
残
っ
て
い
る
。

⑳
松
尾
大
社
文
書
の
「
神
幸
祭
礼
社
頭
式
」
（
二
○
九
号
）
に
よ
る
と
、
神
幸
の
時

と
同
様
、
神
方
二
名
・
雑
仕
二
名
・
杖
突
二
名
が
川
原
ま
で
迎
え
に
行
き
、
西
川
原
に
神

と
同
様
、
神
方
二
名
・
雑
仕
二
名
・
対

⑳
註
⑳
参
照
。
二
五
～
七
一

⑳
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
「
西
ノ

写
真
版
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

⑳
こ
れ
以
外
に
も
、
上
山
田
」

一
五
～
七
頁

上
山
田
村

⑳
赤
飯
座
の
特
殊
神
饒
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
岩

井
宏
實
編
著
『
神
饒
』
（
九
九
～
一
○
一
頁
、
同
朋
舎
出
版
一
九
八
一
年
）
を
参
照

⑳
井
上
頼
寿
著

八
八
年
再
刊
）
。

し
た
。

輿
が
渡
る
と
神
撰
を
供
え
た
と
い
う
。

井
上
頼
寿
著
『
京
都
古
習
志
』
一

。

踵
「
西
ノ
庄
松
尾
講
共
有
文
書
」
と
し
て
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に

の
神
方
・
谷
村
の
巫
家
・
下
津
林
村
の
民
家
か
ら
六
月
二

一
四
～
五
頁
、
一
九
四
○
年
（
臨
川
書
店
一
九

三
日
の
御
田
植
祭
の
植
女
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
七
月
第
三
日
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
る
御
田
植
祭
の
植
女
は
一
般
公
募
で
あ
る
。

⑳
註
⑳
参
照
。
二
七
～
八
頁
。

⑫
「
次
第
記
」
に
は
、
翁
面
が
吉
祥
院
村
か
ら
石
原
村
に
移
さ
れ
、
嘔
面
が
嶋
村
に
あ
る

と
記
す
の
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
嵯
峨
か
ら
花
頭
が
出
る
と

記
す
な
ど
、
村
名
に
間
違
い
が
多
い
。

⑬
西
田
長
男
は
、
『
松
尾
社
家
系
図
』
か
ら
、
永
久
三
年
（
二
一
五
）
に
秦
氏
か
ら
月

読
社
に
祢
宜
や
祝
を
送
っ
て
兼
帯
し
、
平
安
末
期
に
月
読
社
が
秦
氏
の
氏
神
に
な
っ
た

と
見
て
お
ら
れ
る
が
（
「
日
本
神
話
の
成
立
年
代
」
一
九
五
九
年
初
出
、
同
著
『
日
本

神
道
史
研
究
』
第
一
○
巻
・
古
典
編
二
○
二
～
二
二
頁
、
講
談
社
一
九
七
八
年
）
、

祭
祀
の
上
で
は
、
完
全
に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

⑭
本
稿
の
聞
き
取
り
調
査
等
は
、
一
九
八
七
～
九
○
年
、
九
六
年
に
行
っ
た
も
の
で
あ

う
（
》
。
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